
　こんにちは皆さん。今日はお招きいただき、本当にありがとうご

ざいます。すごくうれしく思っております。今日はですね、私が普段

どんな取り組みをしているのか、またソウル大学がどんな取り組

みをしているかについてお話しようと思っています。韓国も日本と

同じように高齢化社会がどんどん進んでいる状態にあります。

色々な問題があるのですけれども、例えば高齢者の貧困の問題で

あるとか、高齢者ケアのことなど色々あるのですが、今日は短い時

間ということで限られた内容についてお話しすることにします。

　皆さんご存知かと思いますが、従来の大学の機能がどんなもの

かというと、教育、研究、奉仕活動というものがあります。この3つ

が従来の大学の機能となっていたのですが、高齢化社会が進む

中で、大学から必要とされることがどんどん増えてきています。

　例えば社会が求めるものの1つとして、大学というものは研究

を通して、その知識を地域の方々に供給していくことが期待され

ています。2つ目の目標として、定年退職をされた人たちに再教育

を行うということも求められております。3つ目の大切な要素とし

特別講演1「アクティブエイジング社会のために大学は何ができるのか？」

ソウル大学　応用老年学・退職研究センター所長

Gyounghae Han 氏

より良い高齢期を迎えるための
教育とは

て多世代がいろいろな事を学ぶような場所を提供するということ

も大学に求められています。高齢者と若い人たちが交流を持ちな

がら、何かしていくということが求められています。

　大学と産業を繋ぐ研究ということで、例を挙げさせていただき

ます。産業界としましても、この高齢化社会にすごく興味を持って

いるのですが、実際どのように高齢化社会においてどうビジネスを

したらいいのかがわからない状態にあります。例えば、医療なんか

の知識なども求められております。1つ目の例がソウル大学で行わ

れている、ベイビーブーマーのパネル調査の研究があります。韓国

ではベイビーブーマーについて相反する意見がもあります。どのよ

うに相反するかということですが、１つは高齢者が社会の負担にな

るのではないかという意見、もうひとつが高齢者は消費能力があ

るから大事なのではないかという２つの対立する考えがあります。

　2010年から集めているデータになるのですが、これはメットラ

イフという会社のサポートを受けて行った、縦断研究になります。

3年分の調査がおわったところです。この調査ではいろんなことを

調査したのですが、たとえば「定年後の生活で不安なことはあり

ンスで始まり、いまや世界中に拡がっています。効率的な学びの

場所として使われています。ここに定義を紹介するのですが、サー

ドエイジというのは定年退職後に家族や社会的地位から解放さ

れた人を意味しているというように定義されているのですが、私

たちはできれば「Old」という言葉を使わずに定義したいと考えて

います。

　ソウル大学の応用老年学・退職研究センターではサードエイジ

大学をコミュニティーサービスのプログラムの一環として設置しま

した。サードエイジ大学の目標は中年期の人たちが活動的で幸せ

な高齢期を向かえる準備をするということであります。このサード

エイジ大学、韓国では2006年から始められました。2006年から構

想は立てられたのですが、実質的に機能し始めたのは2009年か

らになります。2010年に1期生が始まって、いま7期生の募集が始

まっています。

　サードエイジ大学は1年間のプログラムで、2学期制になります。

26週間行われるものです。講義は毎週水曜日の午後7時～ 9時と

いうことでソウル大学の講義室を使って行っています。毎年100

人定員を募集するのですが、そのうちの15％がソウル大学の雇用

者のために割り与えられています。とうことで奨学金やサポート

などもあります。卒業証書をもらうためには最低70％以上の講義

に出席しなければいけないということと、レポートの執筆という

ものも義務づけられています。すべてのプログラムを終了するとソ

ウル大学の総長から卒業証書が授与されます。みなさんにどうい

うものかと色々紹介したくてパンフレットなどを掲載したのです

が、残念ながら、ほぼ韓国語なので、少し日本語のリストをつけた

のですが、見ていただけたらわかると思いますが色々なことを

行っています。1年間のプログラムなので学生はいろいろなことを

学ぶことが可能となっています。

　今日は３つのプログラムを紹介します。まず紹介するのがサー

ドエイジ大学（U3A）というプログラム、そのあとに他の２つのプ

ログラムを説明します。３つプログラムがあると紹介したのです

が、それぞれのプログラムは対象者が異なるものになっておりま

す。１つ目のサードエイジ大学は一般人を対象にしているという風

に考えてください。自分が高齢者と言われたくないっていう人たち

がここにいます。より学びたい、勉強したい人たちがここにくると

いうことになります。サードエイジ大学というのはイギリスやフラ

一般人を対象にした
サードエイジ大学（U3A）
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ますか」と聞きました。私たちがびっくりしたことは定年後に自分

が生産性のある人間でいられるかどうかということに不安を持っ

ている人がすごく多かったことです。おそらく経済的不安について

あげられる人が多いのではないかと思っていたのですが、社会の

一員であるということに重要性をおいている高齢者の方が多いこ

とが驚きでした。このようにいろんなことが少しずつわかってきま

した。私たちとしてはこの結果に基づいて、定年退職をするにあ

たってどんな準備をしたらいいかという指標をたてました。その調

査の結果からは、韓国の定年者の方たちは定年退職の準備が出来

ていないということがわかります。どのくらい準備ができているか

というと、だいたい60％くらいしか準備が出来ていないということ

です。

　この調査を基にしてどんなことが出来るかということを考えて

みると、教育というものが1番大事じゃないかと私たちは思ってい

ます。その「教育」は大学で出来ることということで、どのような教

育をすれば、より良い高齢期をみんなが迎えることが出来るのか

ということを考えていくつかのプログラムを立てました。



ムは会社の社長さんなんかを経験したことがある人で何か新しい

ビジネスを始めたいという人たちのプログラムです。また、急速な

高齢化について学びたい人たち向けのプログラムでもあり、特に

政策なんかに関わってくれている方々に受講していただければ良

いかなと思います。

　こちらのプログラムも2学期制の1年間のプログラムで、全部で

28週間行われます。講義を通して、高齢者に関連する最新の研究

結果や仕組みやビジネスの傾向がどんなものであるのかというも

のを学ぶことが出来るようになっております。学生はチームプロ

ジェクトを行ったり、学会に参加したり、高齢者産業の見学をした

りということができるようになっております。３つ主要なカリキュ

ラムを紹介すると、1つ目は高齢消費者の需要と供給ということ

で、人口構成とビジネスの傾向が変わるということ、高齢者政策に

関する問題などをカリキュラムの中で取り上げています。

　このプログラムに参加するとどんなメリットがあるのかという

と、まず３つありまして、1つ目が新しいビジネスを始めるチャンス

を得ることが出来ます。2つ目はシニアビジネスに興味を持ってい

る人たちのネットワークを作ることが出来ます。3つ目は成熟市場

の産業界のリーダーとなることができます。私たちがこれを通し

てなにが言いたいかというと、高齢化というものはビジネスだとい

うことを学んで欲しいということです。今年で3年目、今は4年目

の生徒を募集しているのですが、今の段階で181人の方がプログ

ラムを修了しました。このプログラムもやはり社会貢献というもの

をすごく意識しています。どんな風にするかというと高齢者研究を

行っている人たちに寄付金を出したりとか、大学生や院生に奨学

金を出したりとか、経済的に苦しんでいる高齢者のためのボラン

ティア活動なども行っています。

　これは入学式の写真になります。ほとんどの韓国人の男性は仕事

をメインに生活してきているので、お友達やソーシャルライフがな

いまま来ている人たちが多いので、入学式で自己紹介をしながら、

新しい関係性などを築こうとしています。写真を見ていただいても

わかるかとは思うのですが、みなさんすごくもう一度学べるという

ことに喜びを感じています。笑顔がたくさん教室で見られます。や

はり学べることへの喜びを感じるのは良いことだと思います。

　いままではU3Aというサードエイジ大学のプログラムだったの

ですが、いまからは別のプログラムについて紹介いたします。これ

はウェルエイジング・シニアビジネスのための上級プログラムとい

うことで、対象としているのは会社の社長さんであったりだとか、

ビジネスマン向けのプログラムになっております。シニアビジネス

というものは実はすごく深いものであるということを皆さんにお

伝えしたいということで、一般的にシニアビジネス＝オムツという

ようなイメージを持っている人がいるかと思いますが、そういうこ

とだけではないのですよということをこのプログラムを通して伝

えたいと思っています。先ほども言いましたとおり、このプログラ

ビジネスマン向けの
上級プログラム

　このもうひとつの大きなグループとして、このコーラスグループ

があります。これは3年前に撮られたのですが、すごく大きくなっ

て、いろんな地域のイベントなんかにも出ています。いま写真に

写っている人全員が卒業生ではないのですが、卒業生はどれかと

いうと左の上のほうで歌っている人たちがサードエイジ大学の卒

業生になります。週に１回会うってこと自体は彼らにとってすごく

楽しいことなのですが、それだけではなく何かコミュニティーのた

めに貢献したいっていう気持ちも強く持っていて、そのひとつの例

として子供たちと一緒に歌を歌うことをしているのですが、今ここ

で一緒に歌っている子どもたちは何かしらちょっと大変な思いを

している子どもたちであったりします。

　このような子どもたちと一緒に歌ったり、時間を過ごすというこ

とで何か社会貢献をしようという姿勢があります。今見ていただ

いている写真なのですが、これは2013年に行われた学会でのこ

となのですが、この時に韓国のサードエイジ大学のプログラムの

紹介などをしたのも、この卒業生たちです。卒業生たちが全部英

語のパンフレットなんかも作ったりして、世界にどんなことをして

いるのかということを紹介しました。先ほどからも申し上げていま

すように、やはり社会貢献ができるということがすごく大事だとい

　サードエイジ大学のもうひとつの良い点としては、卒業してから

も学生同士が関係を持って、サポート・ネットワークとして続けて

いけるということがあげられます。サードエイジ大学に来た人たち

は、先ほども話した通り、「Old」、年をとったとあまり呼ばれたくな

いというのもあって、シニアセンターなどにも行ったりなんかしま

せん。お互いに学校を通して友達になった人たちで登山をしたり、

旅行をしたり、ダンスしたりなど色々なアクティビティーをしてい

ます。
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　退職後どのような生活をしていったらいいかということを学ぶの

も１つの目標なのですが、それ以外にも友達をそうやって作ってい

くのかとか、コミュニティーの一員として生活していくのはどういう

ことなのかということも学んだりします。授業は教室内だけで行わ

れるものではなく、色々なアクティビティーなども組み込んでいま

す。写真を見ていただいたら、どれだけ皆さんが楽しんでいるか一

目瞭然かと思います。卒業するにあたり必ずやらなければならない

こととして、自叙伝を書くというものがあります。この今映っている

スライドの女性は自分の人生を詩にして、皆さんに発表していま

す。もうひとつの例として、ご夫婦で自叙伝を書いた人もいらして、

その方たちが書いたものはとても有名になり、本にもなって、本の

タイトルは「ターニングポイント」となって、今すごく売れた本とい

うことで、ツアーをして本の宣伝をしている状態です。

うことで、サンタクロースの格好をして、子どもたちにプレゼント

を配りに行ったりとか、ホームレスの人たちにご飯を配りに行くボ

ランティアなんかにも参加しています。



　このプログラムを通して、AIAという保険会社とソウル大学では

それぞれ別のやりたいことがあります。保険会社としては高齢期

の知識というものを得ることによって商品を売りたいという思い

があります。大学としては、正しい高齢者の知識というものを普及

させりことで社会に貢献していきたいと思っています。今見ていた

だいているのが、このプログラムのカリキュラムになります。いく

つかのカリキュラムに関しては授業料を払わなければならないの

ですが、ほとんどのものがAIAの会社のほうから支給されるよう

になっています。一般的に定年退職後のプランと聞くと経済的に

どういうふうにやっていけばいいのだろうかと考える人が多いの

かと思いますが、いまこのカリキュラムを見ていただいてもわかる

ように私たちの提供しているプログラムでは健康についてである

とか、社会生活についてであるかという風に経済面以外の事を学

んでもらうというようにプログラムを作っています。

　この写真をみていただいてもわかるかと思いますが、今見てい

ただいているのは卒業式の写真ですが、だいたいこのプログラム

に来ている人たちって言うのは30代後半の人たちで定年退職後

の保険のプランを売るぞってことですごく知識を得ながら、やる

ぞっていう意気込みできています。すごく幸せな顔をしているのが

わかるかと思います。

　では次に3つ目のプログラムをご紹介します。これはソウル大学

と保険会社が一緒になって始めたプログラムになります。どうして

このAIAという保険会社が私たちと一緒にやらないかといってき

たというところからお話しすると、まず私たちは先ほどお話したプ

ログラムでメットライフという別の保険会社さんとファイナンシャ

ルプランナーの授業などをしてきています。それがとても好評で

あったということが耳に入ったということで「私たちにも何かやら

せてくれないか」ということで今回のお話が始まりました。高齢者

が増えるという状況の中で高齢者を対象としたマーケットみたい

なものがすごく普及してきています。ファイナンシャルプランナー

の人たちが何かいろいろやろうとしているのですが、実質のとこ

ろ、高齢期というものの知識であるとか、どういう商品を扱ったら

いいのかということがわからないで入ることが今の現実です。

ソウル大学と保険会社が
一緒になって始めたプログラム

　最後に4つ目に紹介するプログラムがNEインダストメント、投

資会社とやっているプログラムです。これはどうして始まったかと

いうと、このNEインダストメントの投資会社の人がサードエイジ

大学に見学にきた。その時にすごく感動して、私たちも入りたいっ

韓国最大の投資会社と
始めたプログラム

　これらのプログラムはある使命をもって行っています。つまり、

サクセスフルエイジングというものを、人生を通してみるというこ

とを意識してやっています。幸せに活動的に年をとるにはどうした

サクセスフルエイジングが
社会に貢献すると信じています
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ていうお話があったのですが、色んな人間関係上無理だって言う

ことでお断りをしたら、じゃあ私たちのほうでもプログラムをやら

せてくれないかということで始まったのがこのプログラムです。こ

のNEインダストメントっていう投資会社は韓国で一番大きな投資

会社になります。VIPの人たちと私たちは呼んでいるのですが、彼

らはとってもお金は持っています。でも高齢期とはなんなのかと

か、そういうことはまったく知らない人たちと理解していいと思い

ます。

　2012年の5月にお声掛けいただいた時点から始まり、今は3年

間の契約だったのですが、いまその契約が終わって、現在は更新の

手続きを行っている状態です。このプログラムでも教育をするとい

うことを重点的に行っているのですが、できるだけ健康や身体的

なことだけでなく、どんな風にすれば社会貢献できるかということ

を学んでもらおうという形でプログラムを進めております。このプ

ログラムは1学期間、6週間で行われるプログラムになっておりま

す。年に2回春と秋にあるので、どちらにでも参加することは可能

です。今の段階で500人以上の方が参加しています。

　いま３つプログラムを紹介したのですが、この全てのプログラム

で、WHOによって定義された「アクティブエイジング」のパラダイム

を参考に作られています。私たちはこの3つとものプログラムは

ウィンウィン・シチュエイションということでソウル大学とそれぞれ

のパートナーカンパニー両方ともが利益を得ることが出来るプロ

グラムであると信じています。

らいいのかということですが、私たちは自分のことだけを考えるの

ではなく、社会にどうやって貢献していけるのかということだと

か、世代性なんかも考えていく必要があると信じています。

　３つ別々の会社がプログラムに協力してくれていたのですが、会

社の人たちもすごくこのプログラムをやって良かったと言っていま

す。なぜかというと、まず会社のセールスが上がったということが１

つ、セールスが上がればお給料も上がるということで社員の人たち

も喜んでいます。そういった教育プログラムに参加させてくれた会

社に対して感謝の念を持つようにもなっているということです。大

学側として良かった事として、まず１つ言えることが、世代間交流

というものを自然な形で供給することが出来たということです。

　最後になんですが大学側からすごくラッキーだと思っているこ

とがあります。それは提携している会社はすごく大きな会社であっ

て、たくさん寄付金なんかもくれるので研究なんかもすごく潤って

きたということがありま

す。そういった面でも良

かったなと思います。

　これで私の発表を終わ

らせていただきます。ご静

聴いただきありがとうござ

いました。


